
ま
ず
は
、
こ
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
は
ど
こ
か
ら
出
た

の
か
？

日
本
は
使
用
済

み
核
燃
料
は
全
量
再
処
理

す
る
と
し
て
き
た
。
当
初

は
英
仏
に
再
処
理
を
海
外

委
託
し
た
。
委
託
量
は
７

２
０
０
㌧
。
そ
の
再
処
理

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
・
ア
ー

グ
再
処
理
工
場
、
イ
ギ
リ

ス
の
ソ
ー
プ
再
処
理
工
場
で
完
了
。

日
本
保
有
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
大
半

は
英
仏
の
再
処
理
委
託
か
ら
の
も
の
。

一
部
は
東
海
再
処
理
工
場(

茨
城
県)

か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

日
本
は
高
速
増
殖
炉
を
「
将
来
の

主
流
」
と
位
置
づ
け
る
原
子
力
政
策

を
推
進
し
て
き
た
。
高
速
増
殖
炉
は
、

「
天
然
ウ
ラ
ン
の
ほ
と
ん
ど
の
利
用

を
可
能
」(

注
：
ウ
ソ)

と
す
る
夢
の
原

子
炉
と
し
て
開
発
に
当
た
っ
て
き
た
。

天
然
ウ
ラ
ン
に
は
核
分
裂
性
ウ
ラ

ン(U235)

は
０
・
３
㌫
し
か
含
ま
れ

な
い
。
残
り
９
９
・
７
㌫
は
非
核
分

裂
性
ウ
ラ
ン(U238)

で
あ
る
。
こ
の

「U238

」
は
原
子
炉
内
で
中
性
子
１

個
を
吸
収
す
る
と
核
分
裂
性
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム(Pu239)

と
な
る
。

既
設
原
発
の
軽
水
炉
で
は
「U235

」

を
３
～
４
㌫
に
濃
縮
し
て
燃
料
と
す

る
。
超
浪
費
型
炉
で
あ
る
。
一
方
、

高
速
増
殖
炉
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム(Pu2

3
9)

を
燃
料
と
し
て
利
用
し
、
燃
や

し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
以
上
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
生
成
す
る
。
「
増
殖
」
と

い
わ
れ
る
由
縁
で
あ
る
。

世
界
の
主
要
国
が
経
済
的
技
術
的

困
難
か
ら
高
速
増
殖
炉
開
発
か
ら
撤

退
す
る
中
、
日
本
は
、
高
速
増
殖
炉

原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
が
ナ
ト
リ
ウ

ム
漏
れ
・
火
災
事
故(

１
９
９
５
年)

を
起
こ
し
た
後
も
開
発
に
固
執
し
た
。

長
い
運
転
停
止
期
間
を
経
て
運
転
再

開
を
強
行
。
ま
た
重
大
事
故
に
見
舞

わ
れ
て
、
廃
炉(

２
０
１
６
年)

と
な
っ

た
。
膨
大
な
資
金
を
浪
費
し
た
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
基
本
的
な
使
い

道
と
さ
れ
た
高
速
増
殖
炉
開
発
は
破

綻
し
た
。
軽
水
炉
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
燃
や
す
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
も
福

島
第
１
原
発
事
故
を
う
け
て
、
軽
水

炉
開
発
も
破
綻
し
た
。
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
使
い
道
は
い
ず
れ
の
道
も
閉
ざ

さ
れ
た
。

こ
こ
に
、
さ
ら
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
分
離
す
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
竣

工
は
ま
っ
た
く
必
要
は
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
の
大
量
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
保
有
に
、
世
界
で
は
日
本
の
核

武
装
へ
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。

政
府
は
「
利
用
目
的
の
な
い
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
は
持
た
な
い
」
と
宣
言
し
て

対
応
し
て
い
る
が
、
「
利
用
目
的
」

が
す
べ
て
閉
ざ
さ
れ
た
現
在
、
こ
れ

は
通
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
電
力
会

社
が
、
保
有
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
経
済

上
、
資
産
と
扱
う
こ
と
は
あ
り
か
？

何
よ
り
も
安
全
管
理
・
安
全
処
分

が
問
わ
れ
る
。

国
と
電
力
会
社
に
は
、
使
い
道
の

な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
ど
う
す
る
の

か
が
問
わ
れ
る
。
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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○
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
立
地
反
対
連
絡
会
議
総
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ(

二
面)

○
原
発
「
最
安
」
か
ら
転
落
／
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
素
案
批
判(

四
面)

○
く
す
ぶ
り
続
け
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

中
性
子
倍
増

再
臨
界
の
懸
念(

五
面)

内
閣
府
は
７
月
９
日
、
日
本
が
２
０
２
０
年
末
時
点
で
保
有
す
る

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
総
量
が
約
46
・
１
㌧
だ
っ
た
と
原
子
力
委
員
会
に

報
告
し
た
。
前
年
よ
り
約
０
・
６
㌧
増
と
な
っ
た
。
原
子
力
委
は
１

８
年
７
月
に
改
定
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
利
用
指
針
で
保
有
量
を
減

少
さ
せ
る
と
明
記
。
最
近
は
減
少
傾
向
だ
っ
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
増

加
に
転
じ
た
。
こ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保
有
の
意
味
が
問
わ
れ
る
。

日本のプルト
ニウム保有量
(2020年末時点)

単位：kg

英国 21.805
仏国 15.411
国内 8,854

合計 46,070

高
速
増
殖
炉
開
発
は
破
綻

使
い
道
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

プ
ル
大
量
保
有
に
説
明
責
任

●
東
京
五
輪
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
で
開

催
が
強
行
さ
れ
た
。
こ

れ
に
伴
う
人
流
の
圧
倒

的
拡
大
が
感
染
拡
大
の

一
大
要
因
に
な
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
菅
義
偉
首
相
は

「
安
心
・
安
全
な
五
輪
」
と
い
う
が
、

具
体
策
は
と
ら
れ
ず
、
そ
の
保
証
は

ま
っ
た
く
は
な
い
●
バ
ッ
ハ
Ｉ
Ｏ
Ｃ

会
長
は
「
感
染
拡
大
が
お
さ
ま
れ
ば

有
観
客
に
し
て
ほ
し
い
」
と
ま
で
菅

首
相
に
申
し
出
る
始
末
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
へ
の
根
拠
の
な
い
楽
観
論
で

あ
る
。
も
と
も
と
、
東
京
五
輪
は
中

止
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
商
業
主
義
に
よ
っ
て
押
し

切
ら
れ
た
。
主
催
都
市
・
東
京
、
組

織
委
員
会
、
政
府
と
も
、
こ
れ
に
異

を
唱
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
●
バ
ッ

ハ
会
長
は
、
選
手
、
選
手
団
関
係
者
、

大
会
関
係
者
は
「
バ
ブ
ル
方
式
」
で

守
ら
れ
る
か
ら
日
本
人
一
般
へ
の

「
感
染
リ
ス
ク
は
な
い
」
と
ま
で
断

言
。
し
か
し
、
選
手
村
を
は
じ
め
滞

在
地
で
選
手
、
コ
ー
チ
、
関
係
者
の

感
染
者
が
続
出
し
て
い
る
。
ル
ー
ル

違
反
の
関
係
者
ら
の
外
出
も
見
ら
れ

る
●
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
イ
ン
ド

株
に
置
き
換
わ
り
、
大
き
な
波
と
な

る
勢
い
で
あ
る
。
肝
心
の
ワ
ク
チ
ン

摂
取
は
滞
っ
て
い
る
。
日
本
は
医
療

崩
壊
必
至
の
事
態
に
あ
る
。
こ
れ
は

実
態
を
直
視
し
て
こ
な
か
っ
た
菅
義

偉
首
相
の
責
任
で
あ
る
。

警 鐘


